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沿岸沖積平野は、その堆積構造から平野上流側では河川水の優先的な地下水涵養を受け、その豊富な水量は被
圧地下水を含め多様に利用されてきた。しかし、適切な管理が行われない中の過剰な使用によって水圧の低下
が生じ、海水の侵入などの塩水化も引き起こされてきた。このように、現在の沖積平野の水質特性を明らかに
することは、現在の地下水流動環境やその平野の脆弱性を評価できることになる。本研究では、岡山平野を対
象として、平野南部に設けた観測井戸より採水した水試料の化学成分及び酸素・水素同位体等の分析を行
い、地下水流動特性を推察した。 
地下水の無機イオン成分組成として、平野の上流側から海岸線付近まで、Ca-HCO3型から、Na-HCO3型、Na-Cl型
への3パターンの遷移が確認できた。特に、上流側の浅層地下水は平野の主河川である旭川の組成とほぼ同じで
あり、旭川の水が優先して涵養していることが確認できた。一方で、海岸線の地下水は、塩水化していて海水
の20%程度の混入が明らかになった。さらに、中間地点では水素‐酸素同位体比がそれぞれ川や海水とは異なる
値を示し、涵養過程の異なる流動系が推察された。
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